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国
宝
の
仏
殿
が
あ
る
功
山
寺
に 

は
、
仏
殿
以
外
に
も
中
世
の
建
築
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
境

内
の
東
端
に
位
置
す
る
総
門
は
、
往

時
の
伽が

ら
ん藍
を
髣ほ

う
ふ
つ髴
と
さ
せ
る
建
築
の

ひ
と
つ
で
す
。

　
総
門
は
、
柱
よ
り
上
の
組
物
や
屋

根
は
大
き
く
改
造
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

肘
木
の
形
状
な
ど
か
ら
室
町
中
期
の

建
築
と
さ
れ
ま
す
。
本
柱
が
棟
木
の

下
ま
で
延
び
る
点
は
禅
宗
様
の
四
脚

門
の
特
徴
を
示
し
て
い
ま
す
。
室
町

時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
禅
宗
様
の
四

脚
門
は
全
国
的
に
も
数
が
少
な
く
、

貴
重
で
す
。

こ
ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

昭
で
す
。
昨
年
１２
月
１
日
、

全
国
で
初
め
て「
市
の
鳥
」に
、

「
ペ
ン
ギ
ン
」を
制
定
し
ま
し
た
。「
市
の

鳥
」に
ペ
ン
ギ
ン
を
制
定
し
た
理
由
は
、

ペ
ン
ギ
ン
と
下
関
市
と
の
関
わ
り
が
大

変
深
く
、
長
い
間
多
く
の
方
々
に
親
し

ま
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　
昭
和
３２
年
に
、
旧
大
洋
漁
業
株
式
会

社
の
捕
鯨
船
が
下
関
港
に
入
港
し
、
長

府
に
あ
っ
た
旧
下
関
市
立
水
族
館
に
エ

ン
ペ
ラ
ー
ペ
ン
ギ
ン
が
寄
贈
さ
れ
て
以

降
、
全
国
に
先
駆
け
て
ペ
ン
ギ
ン
の
飼

育
や
繁
殖
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
実

績
が
あ
り
、
当
時
、
下
関
市
は「
ペ
ン
ギ

ン
王
国
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
昭

和
３５
年
に
は
、
林
兼
産
業
株
式
会
社
に

「
ペ
ン
ギ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
」と
い
う
、
わ

が
国
初
の
女
性
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
結
成

さ
れ
、
大
変
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、海
響
館
の
展
示
施
設「
ペ
ン
ギ
ン
村
」

で
、
計
５
種
約
１３０
羽
の
ペ
ン
ギ
ン
を
飼

育
・
展
示
し
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
ペ

ン
ギ
ン
水
族
館
と
し
て
多
く
の
方
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ペ
ン
ギ
ン
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
本

市
が
、「
下
関
市
ら
し
さ
」を
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
と
も
に
、
地
元
に
対
す
る
愛
着

を
深
め「
住
み
続
け
た
い
」と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、「
市
の
鳥
」

ペ
ン
ギ
ン
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
ペ
ン
ギ
ン
を
新
た
な
下
関
市
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ

ん
、
観
光
振
興
を
は
じ
め
と
す
る
交
流

人
口
の
拡
大
に
も
生
か
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
決
定
ま
で
の
過
程
は
、
ま
ず
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
聞
く
た
め

に
、
街
頭
調
査
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
多
く

の
方
か
ら
賛
同
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
学
識
経
験
者
、
公
募
委

員
で
構
成
す
る
下
関
市
慣
行
策
定
委
員

会
へ
意
見
を
求
め
た
結
果
、
市
の
鳥
を

「
ペ
ン
ギ
ン
」に
す
る
こ
と
に
賛
成
の
答

申
を
受
け
、
決
定
し
ま
し
た
。

下
関
市
の
慣
行
は
８
項
目
９

種
類
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。
市
の

花
は「
ハ
マ
ユ
ウ
」、
市
の
木
は「
ク
ス

ノ
キ
」、
市
の
花
木
は「
ツ
ツ
ジ
」と「
サ

ク
ラ
」、
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は「
フ

ク
フ
ク
マ
ー
ク
」、
市
の
魚
は「
フ
ク
」、

市
の
虫
は「
ホ
タ
ル
」、
市
の
動
物
は「
ク

ジ
ラ
」、
そ
し
て
市
の
鳥
は「
ペ
ン
ギ
ン
」

で
す
。

　
今
後
と
も
一
層
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

地
元
に
対
す
る
愛
着
を
深
め
、「
住
み

続
け
た
い
」と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

一
緒
に
下
関
の
良
さ
、
下
関
ら
し
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
市
の
鳥
」に
、

「
ペ
ン
ギ
ン
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　
禅
宗
寺

院
で
は
境

内
の
一
番

外
側
に
置
か
れ
る
正
面
の
門
を
総
門

と
呼
び
ま
す
。
功
山
寺
で
は
、
旧
山

陽
道
に
面
し
て
総
門
が
置
か
れ
、
仏

殿
に
至
る
参
道
に
は
、
現
在
保
存
修

理
工
事
中
の
山
門
の
手
前
ま
で
大
木

が
並
ん
で
い
ま
す
。
中
世
の
禅
宗
寺

院
で
は
総
門
の
内
側
に
植
樹
を
す
る

の
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
、
現
在

見
る
景
観
は
、
中
世
か
ら
脈
々
と
受

け
継
が
れ
た
貴
重
な
歴
史
的
景
観
で
す
。

　
功
山
寺
の
正
面
に
位
置
す
る
門
で

あ
り
、
歴
史
的
景
観
を
構
成
す
る
一

要
素
で
あ
る
こ
の
総
門
は
、
規
模
は

小
さ
い
な
が
ら
建
築
史
的
に
も
歴
史

的
に
も
大
き
な
意
味
を
も
つ
重
要
な

門
な
の
で
す
。
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中
尾
市
長
の
似
顔
絵
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
品
と
、
住
所
、
氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、
電
話
番
号
を
、

広
報
広
聴
課（
〒
７５０-

８
５
２
１
市
内
南
部
町
１
番
１
号
）へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。


